
176　臨床雑誌 内科  2025；Vol.136 No.1

　三寒四温という言葉どおり，昨日までの刺さるような寒さが嘘のように，今日は穏や
かな春の陽気が広がっている．本誌が発刊される 6月下旬には柔らかな心地よい風が
吹き，初夏の訪れを肌で感じているはずである．筆者はその季節に仕事を終えて自宅で
靴下を脱いだときの爽快感が好きなのだが，共感される読者もいるのではなかろうか．
　AIの進歩は凄まじく，医療分野にも大きな影響を及ぼし，医師に求められる役割や
スキルは変化しつつある．たとえば AIに医師国家試験を解かせると高い正答率をた
たき出すことなどから，もはや知識やデータ解析が試される部分では正確性やスピー
ドといった点において AIは人間を凌駕していることがわかる．今後，医師の診断プ
ロセスや治療方針はある程度効率化され，単純な作業は AIに任せられるようになる
だろう．もちろん AIの結果を盲信するのは危険であり，臨床経験や患者の状態と照
らし合わせて適切に判断する能力とその責任が医師には求められる．また，AIに難し
いこととして患者に対する人間的な共感やコミュニケーションがあげられる．現在よ
り 1,000年以上遡るが，鍼博士の丹波康頼が隋・唐の医書より引用，撰述し，永観 2
年（984年）に円融天皇に奏進した『医心方』という現存するわが国最古の医書がある．
診断法，薬物療法，鍼灸，手技，養生法などの医学知識が網羅されており，当時の実
践的な治療マニュアルだったようだ．その医書のなかには患部に手をあてる「手当て」
という医療行為の原点とも考えられる概念が記載されている．筆者も幼い頃に親の

「手当て」によって腹痛などの疼痛が軽減した記憶があるが，精神的・心理的側面も含
めこのような患者に共感し寄り添う人間的な医療行為はいつの時代にも必要であり，
患者にとって真の支えになるのではなかろうか．AIの恩恵を受けつつも医師として人
間的な共感やコミュニケーションを忘れないことが，これからの診療においてますま
す重要になるかもしれない．
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